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協定書に署名をする奈良校長と宍戸町長

学校施設を視察する委員

　

８
月
26
日
、
役
場
議
場
に
お
い
て

「
小
野
町
と
独
立
行
政
法
人
国
立
高

等
専
門
学
校
機
構
福
島
工
業
高
等
専

門
学
校
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
」締
結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校（
奈
良

宏
一
校
長
）は
、
公
共
下
水
道
に
お

け
る
調
査
検
討
事
業
に
係
る
協
力
な

ど
、
町
が
実
施
す
る
各
種
事
業
推
進

に
お
い
て
そ
の
か
か
わ
り
が
深
く
、

町
役
場
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
よ
る
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
う
な

ど
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
密
接
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

の
広
範
な
分
野
に
わ
た
り
、
産
学
官

の
連
携
に
よ
る
各
種
施
策
の
企
画
立

案
、
実
践
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が

よ
り
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
長
い
歴

史
を
有
し
、
人
材
・
ス
キ
ル
・
研
究

成
果
等
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
高
等
教

育
機
関
の「
力
」を
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
活
用
し
、
小
野
町
の
更
な
る

振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
福
島
高
専

と
の
間
で
包
括
的
な
連
携
・
協
力
協

定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

式
上
、
宍
戸
町
長
・
奈
良
校
長
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
櫛
田
忠
夫
小

野
町
商
工
会
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
相
互
が
参
画
す
る
連
絡

調
整
会
議
を
設
置
し
、
教
育
、
産
業
、

環
境
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
を
対

象
に
、
協
定
書
に
掲
げ
る
目
的
の
実

現
の
た
め
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
第
２
回
小
野
中
学
校
施
設
整
備

検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
現
在
の
小
野
中
学
校
施
設

や
校
舎
建
設
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
昭
和

43
年
に
建
設
し
た
学
校
施
設
の
老
朽
化
の
現
状

や
、
教
室
や
廊
下
の
広
さ
、
特
別
教
室
の
配
置
、

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

根
本
小
野
中
学
校
校
長
な
ど
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
教
室
の
タ
イ
プ
や
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
教
育
環
境
に
対
応
す
る
施
設
を
整
備

す
る
た
め
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
３
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
今
回
の
協
議

内
容
を
も
と
に
、
先
例
地
視
察
を
行
う
予
定
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
施
設
整
備
室

　

☎
７
２
ー
６
７
８
０

第
２
回
小
野
中
学
校
施
設　

　
　

整
備
検
討
委
員
会
開
催

小
野
町
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し

小
野
町
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
と

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
と

  

連
携
協
力
の
協
定
締
結

連
携
協
力
の
協
定
締
結
!!!!
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　戸籍に用いる文字は、常用漢字や人名用漢字で
記載することになっています。
　現在の戸籍は、手書きのものや和文タイプライ
ターで記載されたものがありますが、手書きの戸
籍の中には編製当時の書きぐせなどで記載されて
いるものがあります。

　そこで、今回の電算化を機会に、登記事務（福島
地方法務局郡山支局）で使用されている大字名・小
字名に合わせた字体で統一します。
　変更される大字名・小字名は次のとおりです。

戸籍の電算化に伴い大字・小字名の文字が変わります
～  登記事務で使用の文字に統一  ～

変更される大字名・小字名
大字名

（登記事務で使用されている文字）
戸　　籍

変更前 変更後

皮籠石 皮篭（籠）石 皮籠石

吉野辺 吉野辺（邊） 吉野辺

湯沢 湯澤（沢） 湯沢

上羽出庭 上羽（羽）出庭 上羽出庭

大字名
小字名

（登記事務で使用されている文字）
戸　　籍

変更前 変更後

小野新町

馬番 （西）馬番 馬番

浄円田 浄（淨）円田 浄円田

狐平 狐（ ）平 狐平

荒町 荒（ ）町 荒町

万景 万（萬）景 万景

中通 中通（通） 中通

谷津作

小治郎 小治（次）郎 小治郎

中沢 中（仲）沢（澤） 中沢

前之内 前之（ノ）内 前之内

峰ヶ崎 峰（峯）ヶ崎（﨑） 峰ヶ崎

小野赤沼

子ハ清水 小ハ清水 子ハ清水

漆坊 漆（ ）坊 漆坊

真新屋 真（真）新屋 真新屋

菖蒲谷 西田 西（ ）田 西田

雁股田
沢目木 沢（澤）目木 沢目木

中ノ内 中ノ（之）内 中ノ内

皮籠石
宮ノ前 宮ノ（之）前 宮ノ前

漆平 漆（ ）平 漆平

飯豊

袖山 袖（ ）山 袖山

田尻 田尻（㞍） 田尻

羽生 羽（羽）生 羽生

戸ノ内 戸ノ（之）内 戸ノ内

一盃森 一盃森（盛） 一盃森

吉野辺

滝 滝（瀧） 滝

仲神 仲神（上） 仲神

小名沢 小名沢（澤） 小名沢

大字名
小字名

（登記事務で使用されている文字）
戸　　籍

変更前 変更後

浮金

北ノ内 北ノ（之）内 北ノ内

中之内 中ノ（之）内 中之内

戸之内 戸ノ（之）内 戸之内

西之内 西ノ（之）内 西之内

柳沢 柳（栁）沢（澤） 柳沢

羽柳 羽（羽）柳（栁） 羽柳

羽之木 羽（羽）ノ木 羽之木

島之越 島ノ越 島之越

小戸神 葭作 葭（葮）作 葭作

小野山神
桜沢 桜（櫻）沢（澤） 桜沢

八舛蒔 八升蒔 八舛蒔

夏井

上樋口 上樋（樋）口 上樋口

下樋口 下樋（樋）口 下樋口

都沢 都沢（澤） 都沢

太子堂 太（大）子堂 太子堂

南田原井

狢ノ内 狢（ノ）内 狢ノ内

松ノ木内 松木内 松ノ木内

西平 西（ ）平 西平

梨子木平 梨（ノ）木平 梨子木平

湯沢

岩蔵 岩蔵（藏） 岩蔵

川羽内 川羽（羽）内 川羽内

下湯沢 下湯沢（澤） 下湯沢

水楢 水（楢）楢 水楢

塩庭

品ノ木 品ノ（之）木 品ノ木

中之内 中ノ内 中之内

畑ノ作 畑ノ（之）作 畑ノ作

上羽出庭

富貴 冨貴 富貴

五ノ神 五ノ（之）神 五ノ神

辻ノ内 辻（辻）ノ（之）内 辻ノ内

与七内 与（與）七内 与七内

和名田 戸沢 戸沢（澤） 戸沢
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だんだん泳げるようになってきたね！

準
優
勝
し
た
佐
藤
さ
ん(

青
森
県
武
道
館
に
て
）

バタ足上手にできるかな？

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

表彰された遠藤さん

　

８
月
７
日
〜
９
日
、
青

森
県
武
道
館（
弘
前
市
）で

開
催
さ
れ
た
第
31
回
東
北

中
学
校
柔
道
大
会
に
お
い

て
、
50
㎏
級
に
出
場
し
た

小
野
中
学
校
３
年
佐
藤
均

選
手（
谷
津
作
）が
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
こ
の
ほ
ど

町
長
室
を
訪
れ
、
東
北
大

会
準
優
勝
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
町
長
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
、「
次
の
目

標
は
志
望
校
合
格
で
す
」

と
文
武
両
道
の
精
神
で
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
の
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

準優勝!! 東北中学校柔道大会
小野中　佐藤均選手

　

７
月
27
日
、
石
川
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

23
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
福

島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
野

町
か
ら
は
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

出
場
し
ま
し
た
。
県
内
に
Ｂ
＆

Ｇ
施
設
の
あ
る
市
町
の
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
水
泳
の
部
、
剣
道

の
部
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

小
野
町
チ
ー
ム
は
水
泳
の
部

第
４
位
、
剣
道
の
部
第
３
位
に

な
り
ま
し
た
。

第23回Ｂ＆Ｇスポーツ大会
福島県大会

　

８
月
４
日
〜
８
日
ま
で
の
５
日
間
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
に
お
い
て
親
子

水
泳
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
12
組
24
名
の
親
子
が
参
加

し
、
子
ど
も
の
部
、
親
の
部
に
分
か
れ

水
泳
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
成
果
発
表
を
行
い
、
５

日
間
の
練
習
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
水
泳
に
親
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

小
野
新
町
の
遠
藤
和
彦
さ

ん
が
、
田
村
地
方
統
計
協
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
労
働
力
調

査
や
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
、
商
業
統
計
調
査
な
ど
、

毎
年
の
よ
う
に
各
種
統
計
調

田村地方統計協会長表彰受賞

親
子
水
泳
教
室
開
催
！

　

10
月
１
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
宅
・

土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国

や
都
道
府
県
、
市
町
村
が
住
生
活
基
本
計
画

や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た
め

の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
約
３
５
０
万
世
帯
が
調
査
対
象
と

な
り
、
９
月
下
旬
か
ら
県
知
事
が
任
命
し
た

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
し
た
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
商
工
課　

☎
７
２―

６
９
３
８

査
の
調
査
員
と
し
て

従
事
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
が

認
め
ら
れ
受
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
役
場

に
お
い
て
、
田
村
地

方
統
計
協
会
長
で
あ

る
宍
戸
町
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
統

計
の
普
及
・
発
展
の

た
め
、
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

10
月
１
日
住
宅
・

 

土
地
統
計
調
査

〜
９
月
下
旬
か
ら

　

 

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
〜
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左から、阿部さん、宍戸町長、松本さん

左から、郡司さん、小川さん、宍戸町長、阿部さん、
草野さん、吉田さん

力走を誓った選手達

　

７
月
28
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
第
20
回

ふ
く
し
ま
駅
伝
小
野
町
チ
ー
ム

の
結
団
式
を
行
い
本
番
に
向
け

て
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
小

野
町
チ
ー
ム
本
部
長
の
宍
戸
町

長
か
ら
役
員
・
選
手
に
委
嘱
状

を
交
付
し
、「
全
員
の
持
て
る

力
を
発
揮
し
て
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
も
う
」と
激
励

の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
木
富
雄
監
督
に
町

旗
が
託
さ
れ
、
小
野
町
チ
ー
ム

代
表
と
し
て
力
走
を
誓
い
ま
し

た
。

　

本
大
会
の
日
程
は
11
月
16
日

（
日
）午
前
７
時
50
分
ス
タ
ー
ト
、

白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16

区
間
96
・
２
㎞
で
競
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

役
員
・
選
手
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
（
敬
称
略
）

●
監　

督

　

舞
木　

富
雄　
（
自
営
業
）

●
助
監
督

　

上
遠
野
正
明　
（
会
社
員
）

●
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

　

松
本　

一　
　
（
公
務
員
）

●
コ
ー
チ

　

常
恒　

直
一　
（
自
営
業
）

　

草
野　

重
男　
（
会
社
員
）

　

安
田　

良
一　
（
公
務
員
）

　

吉
成　

誠　
　
（
公
務
員
）

　

伊
藤　

幸
子　
（　

〃　

）

　

今
村　

勝
也　
（　

〃　

）

　

双
里　

義
和　
（　

〃　

）

　

宗
方　

保
之　
（　

〃　

）

●
ト
レ
ー
ナ
ー

　

石
井　

一
彦　
（
会
社
員
）

　

伊
藤　

政
美　
（　

〃　

）

●
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

会
田　

久
美　
（
会
社
員
）

●
選　

手

　

吉
田　

勤　
　
（
公
務
員
）

　

野
中　

永　
　
（　

〃　

）

　

清
野　

昭
雄　
（　

〃　

）

　

吉
田　

雅
俊　
（
大
学
生
）

　

藤
井　

沖　
　
（　

〃　

）

　

草
野　

明
子　
（
会
社
員
）

　

草
野　

恵
太　
（
高
校
生
）

　

草
野
美
和
子　
（
高
校
生
）

　

吉
田　

友
哉　
（　

〃　

）

　

渡
辺　

治
樹　
（　

〃　

）

　

草
野　

貴
弘　
（
中
学
生
）

　

大
澤
靖
一
郎　
（　

〃　

）

　

郡
司　

翼
早　
（　

〃　

）

　

柏
原　

一
貴　
（　

〃　

）

　

春
山　

大
輝　
（　

〃　

）

　

吉
田　

悟
志　
（　

〃　

）

　

舘
川　

誉
弘　
（　

〃　

）

　

吉
田　

美
咲　
（　

〃　

）

　

土
田　

恵
里　
（　

〃　

）

　

草
野
み
ゆ
き　
（　

〃　

）

　

大
竹　

菖　
　
（　

〃　

）

　

金
村　

操
蘭　
（　

〃　

）

　

大
井
川　

凌　
（　

〃　

）

　

西
牧　

拓
也　
（　

〃　

）

　

長
谷
川
健
太　
（　

〃　

）

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）出
場
者
４
名
、
全
日
本
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権
出
場
者
２
名

と
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場
者
１

名
に
対
し
、
町
か
ら
激
励
金
を
贈
呈
し
ま

し
た
。 

（
敬
称
略
）

●
柔　

道

　

郡
司　

美
幸　

田
村
高
校
３
年

　

小
川　

裕
未　

田
村
高
校
３
年

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

吉
田　

有
里　

郡
山
女
子
大
付
属
高
校

　
　
　
　
　
　
　

２
年

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

草
野
美
和
子　

田
村
高
校
３
年

●
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
書
道
部
門

　

阿
部　

晋
大　

い
わ
き
秀
英
高
校
３
年

◇
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
出
場
選
手
結
果

●
柔　

道

　

郡
司　

美
幸

　

個
人
52
㎏
級
３
回
戦
に
て
惜
敗

　

小
川　

裕
未

　

個
人
57
㎏
級
１
回
戦
に
て
惜
敗

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

吉
田　

有
里

　

予
選
リ
ー
グ
に
て
惜
敗

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

草
野
美
和
子

　

個
人
１
回
戦
に
て
惜
敗

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　

阿
部　

裕
太

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
に
て
惜
敗

　

松
本　

啓

　

予
選
リ
ー
グ
に
て
惜
敗

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　

阿
部　

裕
太　

郡
山
北
工
業
高
校
３
年

　

松
本　

啓　
　

郡
山
北
工
業
高
校
３
年

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）・

全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権
大
会
・

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
出
場
選
手
を
激
励

ふくしま駅伝小野町チーム結団式
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有効期限をご確認ください
　

介
護
保
険
被
保
険
者
証
は
、
保
険

給
付
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、

保
険
者（
町
）が
任
意
に
定
め
た
有
効

期
限
を
記
載
し
、
更
新
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
10
月
の
法
改

正
に
よ
り
、
更
新
に
係
る
手
続
き
な

ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
改
正
後
、
改
正
前
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証（
旧
被
保
険

者
証
）を
当
分
の
間
は
、
改
正
後
の

被
保
険
者
証（
新
被
保
険
者
証
）と
同

じ
も
の
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
の
場
合
、
新
被
保
険
者
証

と
み
な
し
て
い
る
旧
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
、「
平
成
20
年
９
月
30

日
」ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
あ
る
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
が「
平
成
20
年
９

月
30
日
」ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

新
し
い
被
保
険
者
証
と
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
旧

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
上
、
役
場

（
健
康
福
祉
課
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

旧
被
保
険
者
証
と
引
換
え
に
新
し

い
被
保
険
者
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４

有
効
期
限
が「
平
成
20
年
９
月
30
日
」

ま
で
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

 

お
持
ち
の
方
へ
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

医
師
な
ど
に
よ
る
講
演
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時　

９
月
19
日（
金
）午
後
７
時
〜

●
受
付
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜

●
場　
　

所　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

▽「
脱　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

　
　
　
　

〜
検
査
値
か
ら
わ
か
る
自
分
の
体
〜

　

講
師
：
太
田
西
ノ
内
病
院　

医
師　

太
田　

節 

氏

▽「
体
を
動
か
し
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
そ
う
」

　
　
　
　

〜
体
を
動
か
す
と　

こ
ん
な
い
い
こ
と
が
！
〜

　

講
師
：
太
田
西
ノ
内
病
院　

星
野
武
彦
氏

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

メタボリックシンドローム
予防講演会のお知らせ

―

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ―

　

町
で
は
昨
年
に
引
続
き
、
今
年
も
蜂

防
護
服
を
１
着
購
入
し
、
現
在
２
着
保

有
し
て
お
り
ま
す
。

　

蜂
防
護
服
は
、
蜂
及
び
蜂
の
巣
を
駆

除
・
撤
去
す
る
時
、
安
全
な
作
業
を
行

な
う
た
め
に
着
用
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
蜂
で
困
っ
て
い
る
場
合

は
、
無
償
で
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
貸

し
出
し
は
予
約
制
で
、
貸
し
出
し
期
間

は
、
通
常
１
〜
２
日
間
程
度
で
す
。
予

約
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
町

民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
個
人
で
の
駆
除
や
撤
去
作
業
が
困
難

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
専
門
の
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
専
門
業
者
】

　

福
島
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

　

☎
０
２
４―

５
２
２―

５
６
２
１

　

近
隣
の
業
者
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課　

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

蜂
駆
除
用
の

　
　

防
護
服
を

 

お
貸
し
し
ま
す
！

【
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て
】

　

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証（
有
効
期
限
が
平

成
21
年
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
）は
、

９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

古
い
保
険
証
を
役
場（
町
民
生
活
課
）

ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
の
手

続
き
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
世
帯
主
と
加
入
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
年
金
受
給

額
が
18
万
円
以
上
、
介
護
保
険
料
と

国
民
健
康
保
険
税
を
合
算
し
た
額
が

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
下
回

る
方
に
つ
い
て
は
、特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
を
納
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
険
税
を
直
近
２

年
間
滞
納
な
く
納
付
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
に
限
り
、
普
通
徴
収
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
通
徴
収
へ
の
変
更
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３
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平成21年５月21日
 裁判員制度が始まります

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば

れ
る
裁
判
員
が
、
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
制
度
で
す
。

　

６
人
の
裁
判
員
と
３
人
の
裁
判
官

が
、
と
も
に
刑
事
裁
判
に
立
ち
会
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の

場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
判

断
す
る
も
の
で
す
。

　

裁
判
員
の
裁
判
日
数
は
、
裁
判
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
多

く
の
事
件
は
数
日
間
で
終
わ
り
ま
す
。

　

裁
判
員
の
選
任
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。◆問い合わせ

　福島地方裁判所郡山支部　☎０２４―９３２―５８２３

裁判員選任手続きの流れ

前年の秋頃

裁判員候補者名簿を作ります
　各地方裁判所ごとに、管内の市町村の選挙管理委
員会がくじで選んで作成した名簿に基づき、翌年の
裁判員候補者名簿を作成します。▷

前年12月頃まで

調査票とともに候補者に通知します
　裁判員候補者名簿に記載されたことを通知します。
また、就職禁止事由や客観的な辞退事由に該当して
いるかなどをたずねる調査票を送付します。▷

裁判員候補者名簿を作ります

事件ごとに名簿の中からくじで候補者が選ばれます
　事件ごとに裁判員候補者名簿の中から、くじで裁
判員候補者が選ばれます。通常、１事件あたり50人
から100人程度選ばれます。▷

原則、裁判の６週間前まで

質問票とともに選任手続期日のお知らせが送られます
　くじで選ばれた裁判員候補者に質問票を同封した
選任手続期日のお知らせ（呼出状）を送ります。▷

裁判の当日

選任手続期日
　裁判員候補者は、選任手続きの当日、裁判所へ行
くことになります。 ▷

６人の裁判員を選任します
　最終的に事件ごとに裁判員６人が選ばれます。通
常であれば午前中に選任手続きを終了し、午後から
審理が始まります。

●１年間で裁判員候補者になる確率は
　※１件あたり100人を選ぶと仮定した場合

　　　約393人に１人　　　約465人に１人

●１年間で裁判員または補充裁判員になる確率は
　※裁判員６人・補充裁判員２人を選ぶと仮定した場合

　　　約4,911人に１人　　　約5,815人に１人

◎裁判員等になる確率は？

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］対象事件数：全国2,643件、福島県36件
有権者数：全国103,847,311人、福島県1,674,589人
※平成19年の対象事件数、有権者数

全国平均 福島県

全国平均 福島県

裁判にかかる日数、３日以内が約７割
【想定される裁判日数】

２日以内は
約２割

５日以内は
約１割

５日以内は
約２割

３日以内は
約５割
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ニューアーク空港に到着ホストファミリーのジーンさんと

グレンロック町長と一緒に

キャンプ場の子ども達と

サマーキャンプ中学生の翼サマーキャンプ中学生の翼

　

小
野
町
で
は
、
国
際
化
時
代
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

17
回
を
迎
え
た
今
年
は
、
団
員
７
名
・
引
率
者
３
名
の
10
名
が
、
７
月

31
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ヒ
ル
ト
ッ
プ
町
で
キ
ャ
ン
プ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
外
国
で
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
英
会

話
や
キ
ャ
ン
プ
活
動
で
の
集
団
生
活
の
実
践
を
と
お
し
て
、
貴
重
な
体
験

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

団
長
並
び
に
団
員
の
帰
国
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
体
験
と
思
い
出
と
と
も
に
帰
国

　
「
第
17
回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学

生
の
翼
」中
学
２
年
生
７
名
、
引
率

者
３
名
の
団
長
と
し
て
、
７
月
31
日

か
ら
８
月
９
日
の
10
日
間
、
前
半
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
車
で
約
50
分

の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
グ
レ
ン

ロ
ッ
ク
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
後

半
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ハ
ン
コ
ッ
ク

に
あ
る
ヒ
ル
ト
ッ
プ
で
の
キ
ャ
ン
プ

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
団
員
７
名
と

い
う
今
ま
で
で
最
少
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
み
ん
な
積

極
果
敢
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
・
消
防
署
な
ど
の
町
の
公

共
施
設
を
見
学
し
た
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
街
で
の
見
学
・
買
い
物
な

ど
、
日
を
追
う
ご
と
に
、
片
言
の
英

語
や
日
本
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達
と
も
慣
れ

親
し
み
、
笑
い
声
も
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
パ
ン
や
肉
を
主
食

と
す
る
食
事
、
ド
ル
と
円
、
家
屋
様

式
の
違
い
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
異

文
化
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
様
々
な
国
か
ら
来
て
い
る

子
ど
も
達
と
の
活
動
・
食
事
、
キ
ャ

ビ
ン
生
活
な
ど
を
と
お
し
て
の
交
流
、

乗
馬
・
水
上
ス
キ
ー
・
半
日
か
け
て

の
川
下
り
な
ど
、
日
本
で
は
味
わ
え

な
い
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
と
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
町
と
の

交
流
は
20
年
ほ
ど
の
実
績
が
あ
り
、

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
出
発
の
飛

行
機
が
３
時
間
も
遅
れ
、
夜
遅
く
の

到
着
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
17
回「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

中
学
生
の
翼
」帰
国
報
告

　
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

　
　

 

団
長（
教
育
長
）　

吉
田　

勝
人　

町
長
さ
ん
、
教
育
委
員
の
方
々
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
小
野
町
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
々

な
ど
多
数
が
出
迎
え
、
歓
待
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
新
聞
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
３
日
間
、
朝
食
前
に
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ー
ン
さ
ん
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
が
、
街

並
み
は
綺
麗
で
、
落
ち
着
い
て
い
て
、

緑
が
多
く
、
小
鳥
が
さ
え
ず
り
、
リ

ス
や
う
さ
ぎ
が
庭
先
で
見
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
人
々
は
明
る
く
、
人
懐
っ

こ
く
、
話
好
き
で
、
世
話
好
き
で
す
。

多
く
の
方
か
ら
、
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
で

の
滞
在
期
間
が
短
す
ぎ
る
と
の
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
も
っ
と
交
流

が
深
ま
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
再
考
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す

　

昨
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
師

だ
っ
た
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
と
ジ
ェ
イ
ソ

ン
さ
ん
も
会
い
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
７
月
に
は
、
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
町

の
皆
さ
ん
が
小
野
町
を
訪
問
し
た
い

と
い
う
希
望
も
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、区
切
り
の「
第
20
回
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
」は
、
お
互

い
に
Ｂ
Ｉ
Ｇ
な
も
の
に
し
よ
う
と
約

束
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
現

在
の
中
学
１
年
生
、
小
学
５
、６
年

生
の
積
極
的
な
参
加
、
家
族
の
皆
様

の
ご
理
解
と
援
助
が
必
要
で
す
。

益
々
国
際
化
す
る
中
、
小
野
町
の
一

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
に
、
是
非
、

こ
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
や
り
た

い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
深
い
ご
理
解
と
援
助
を

い
た
だ
き
ま
し
た
町
当
局
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
を
完
璧
に
企
画

運
営
し
て
く
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
先

生
ご
夫
妻
、
ま
た
、
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク

の
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
家
族
の
一

員
と
し
て
迎
え
て
く
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
温

か
く
迎
え
て
く
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
の

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
ビ
ル
さ
ん
が
い
た

か
ら
こ
そ
、
不
自
由
な
言
葉
の
壁
を

越
え
て
、
安
心
し
て
、
楽
し
く
、
充

実
し
た
10
日
間
を
過
ご
し
、
無
事
帰

国
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

「
Ｓ
ｅ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ　

ｉ
ｓ

　
　
　
　

ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
」
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グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
の
消
防
署
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と（
右
）

ヒ
ル
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
場
で

サマーキャンプ中学生の翼サマーキャンプ中学生の翼

　

僕
は
、
こ
の
研
修
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
日

本
以
外
の
国
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
キ
ャ
ン
プ
も
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕

は
、
英
語
が
そ
ん
な
に
得
意
で
は
な
い
の
で
、
多
分

色
々
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
実
際
体
験
し
て
み
る
と
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
家
族
も
キ
ャ
ン
プ
場
の
人
達
も
と
て
も
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
と
も
キ
ャ
ン
プ
場
の
人
と
も

楽
し
く
色
々
な
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

佐
伯　

芳
彦

 

小
野
中
学
校
２
年
１
組

　

私
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
、
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
文
化
の
違
い
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
特
に
驚
い
た
の
が
家
の
中
に
土
足
で
入
る

こ
と
で
す
。
私
は
最
初
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
人
は
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
で
も
普

通
に
土
足
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
は
自
然
が
豊
か
で
緑
も
多

く
、
小
野
町
に
も
あ
る
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
色
々
な
発
見
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
英
語
が

身
に
つ
い
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い

る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
自
分
に
自
信
が
つ

い
た
10
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

石
井　

友
菜

 

小
野
中
学
校
２
年
３
組

　

ア
メ
リ
カ
に
行
く
前
は
、
自
分
の
英
語
が
き
ち
ん

と
通
じ
る
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
達
に
気
を
遣
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
食
事
は
お
米

が
な
い
の
で
、
と
て
も
お
米
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
普
段
使
っ
て
い
る
言
葉
が
違
っ

て
い
て
も
英
語
が
あ
れ
ば
仲
良
く
な
れ
る
と
い
う
こ

と
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
行
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、
是

非
も
う
一
度
行
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
家
族
の
お
か
げ

だ
と
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ　

ｙ
ｏ
ｕ
」

井
出　

暁
子

 

小
野
中
学
校
２
年
２
組

　

僕
は
、10
日
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
べ
物
は
大
き
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
僕
は
ピ
ザ
を
食
べ
ま
し
た
が
、
日
本

の
ピ
ザ
よ
り
１
・
５
倍
は
大
き
か
っ
た
の
で
、
驚
き

ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
自
然
が
と
て
も
き
れ
い
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
す
ご
か
っ
た
の
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
に
野
生
の
リ
ス
が
来
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日

本
で
は
、
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

僕
は
、
ア
メ
リ
カ
で
本
当
に「
自
由
の
国
」と
い
う

も
の
を
実
感
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

長
窪　

祥
也

 

小
野
中
学
校
２
年
４
組 
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と（
右
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と（
左
）

グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
前
で

ヒ
ル
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
場
に
て

　

私
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
色
々
な
事
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
習
慣

や
食
べ
物
の
味
と
か
が
分
か
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
食
べ
物
の
味
は
、
や
っ
ぱ
り
濃
か
っ
た
で
す
。
日

本
に
比
べ
、
朝
ご
は
ん
は
簡
単
に
、
晩
ご
は
ん
は
た

く
さ
ん
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
町
は
道
路
の
標
識
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
て

驚
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
乗
馬
や
水
上
ス
キ
ー
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
事
で
少
し
不

安
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

言
葉
が
通
じ
な
く
て
迷
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
達
と
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

永
田　

恵
理

 

小
野
中
学
校
２
年
４
組

　

僕
は
、
中
学
生
の
翼
に
参
加
し
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
ま
ず
気
づ
い
た
の
が
、
気
候

の
違
い
で
す
。
着
い
た
の
は
午
後
７
時
頃
で
し
た
が
、

空
が
ま
だ
明
る
く
驚
き
ま
し
た
。
次
に
、
国
土
の
違

い
で
す
。
日
本
と
違
い
、
家
や
建
物
が
あ
ま
り
密
着

し
て
い
な
く
て
、
道
路
も
広
く
、
大
き
な
国
土
を
活

か
し
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
出
発
す
る
前
、「
自
分
の
英
語
が
伝
わ
る
か
」、

「
き
ち
ん
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」と
不
安

な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ア
メ
リ
カ

の
人
達
が
み
ん
な
優
し
く
接
し
く
れ
た
の
で
、
そ
れ

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ア
メ
リ
カ
の
楽
し
さ
を
後
輩
達
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

曲
山　

元
基

 

浮
金
中
学
校
２
年
１
組

　

私
は
、
こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
た

く
さ
ん
の
体
験
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方

が
と
て
も
優
し
く
、
会
話
を
す
る
時
も
ゆ
っ
く
り
と

話
を
し
て
く
れ
私
の
英
語
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ハ
イ
ロ
ー
プ
や
水
上
ス
キ
ー
、

川
下
り
、
乗
馬
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い

こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
、
言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
通
じ
合
え
る

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
最
高
の
思

い
出
を
作
る
事
が
で
き
た
の
も
、
行
か
せ
て
く
れ
た

家
族
と
引
率
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
田　

華
菜
子

 
小
野
中
学
校
２
年
４
組

サマーキャンプ中学生の翼サマーキャンプ中学生の翼
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浴衣コンテスト

ものまねお笑いショー

たかむら踊りと花火打ち上げ 投げ餅何個拾えたかな？

小町夢太鼓の演奏

たくさんの人出で賑わいました 子ども達に大人気！ミニＳＬ

小野中学校吹奏楽部の演奏

　

８
月
15
日
、
横
町
・
荒
町
・
中
通

を
会
場
に「
お
の
ま
ち
夏
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

小
町
夢
太
鼓
の
演
奏
、
絵
ね
ぶ
た
の

展
示
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
も
の
ま
ね
お
笑
い

シ
ョ
ー
、
た
か
む
ら
踊
り
な
ど
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通

り
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、

約
１
万
人
の
人
出
で
街
は
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
メ
ー
ン
で
は
、
約
１
千

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
道
行

く
人
た
ち
も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

おのまち夏まつり
開催!!
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こまち浄水場見学会 地元の新鮮な野菜などがたくさん！

こまち号での巡視体験

餅つき大会 スタンプ全部押せたかな？（スタンプラリー）

こまちダムまつりでの活動の様子

　

７
月
26
日
、
こ
ま
ち
ダ
ム
に
お
い

て
、「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

森
と
湖
に
親
し
み
、
森
林
や
ダ
ム

な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
や
県
、

菖
蒲
谷
・
雁
股
田
行
政
区
、
夏
井
川

漁
業
協
同
組
合
小
野
滝
根
支
部
、
小

野
町
建
業
会
な
ど
で
組
織
さ
れ
た

「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

が
主
催
と
な
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
ダ
ム
の
管
理
棟
内
や
ダ
ム

本
体
の
中
に
あ
る
監
査
廊
な
ど
の
ダ

ム
施
設
、
こ
ま
ち
浄
水
場
施
設
の
見

学
会
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や
ニ
ジ

マ
ス
の
塩
焼
き
な
ど
の
販
売
、
餅
つ

き
大
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
ま
ち
湖
で
は
、ダ
ム
巡
視
艇「
こ

ま
ち
号
」に
よ
る
巡
視
体
験
や
小
野

海
洋
ク
ラ
ブ
に
よ
る
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ

ト
の
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
●

●
● 

小
野
海
洋
ク
ラ
ブ 

●
●
●
●

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
親
子
連
れ
や
夏
休
み
中
の
子
ど

も
達
な
ど
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
人

が
訪
れ
、
こ
ま
ち
ダ
ム
で
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「こまちダムまつり」 2008開催!!

　
「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
」の
中
で
、

Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
の
体
験
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

小
野
町
で
は
、
平
成
19
年
度
に
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
の「
お
た
め
し
海
洋
ク
ラ

ブ
」制
度
を
活
用
し
、
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
ダ
ム
水

面
の
有
効
活
用
を
考
慮
し
、
海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
と
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て「
小
野
海
洋
ク
ラ
ブ
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　

小
野
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
海
洋
性
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
会
を
中
心

に
６
月
〜
９
月
ま
で
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
配
備
器
材

カ
ヌ
ー
８
艇
・
Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
４
艇
・

12
フ
ィ
ー
ト
デ
ィ
ン
ギ
ー（
ヨ
ッ
ト
）

１
艇
・
救
助
艇
１
艇

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
体
育
館

　

☎
７
２―

２
５
１
８
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オオクチバス

コクチバス

ダム周辺の草刈りをしました

仮設トイレ

可動式艇庫

ブルーギル

　

こ
ま
ち
ダ
ム
は
、
夏
井
川
漁
業
協
同
組
合
小
野
滝
根
支
部
に
お
い
て
、

魚
類
資
源
や
流
域
環
境
を
守
る
た
め
に
保
護
・
監
視
し
て
い
る
湖
沼
で
す
。

　

こ
ま
ち
ダ
ム
で
釣
り
を
す
る
と
き
は『
遊
漁
券
』が
必
要
で
す
。
な
お
、

餌
釣
は
禁
止
で
す
。
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
最
寄
の
遊
漁
券
取
扱
所
﹈

　

・
矢
吹
商
店（
小
野
赤
沼
）☎
７
２

－

２
０
６
９

　

・
井
上
商
店（
雁 

股 

田
）☎
７
２

－

４
９
８
２

　

詳
し
く
は
、
夏
井
川
漁
業
協
同
組
合（
本
部
☎
０
２
４
６

－

３
６

－

６
３
４
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
・
コ
ク
チ
バ
ス
）、
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
、

強
い
肉
食
性
と
繁
殖
力
を
持
つ
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
魚
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
外
来
魚
は
、
食
害
な
ど
に
よ
っ
て
生
態
系
を
破
壊
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
福
島
県
の
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
放
流
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
来
の
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
、
外
来
魚
の
密
放
流
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ま
ち
ダ
ム 

周
辺
環
境

 

整
備
実
施

　

７
月
13
日
、
こ
ま
ち
ダ
ム
に
お
い

て
周
辺
環
境
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

菖
蒲
谷
・
雁
股
田
行
政
区
、
夏
井

川
漁
業
協
同
組
合
小
野
滝
根
支
部
、

小
野
町
建
業
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

こ
ま
ち
ダ
ム
及
び
、
こ
ま
ち
湖
周
辺

の
除
草
や
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
清
掃

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
環
境
美
化
へ
の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コミュニティ助成事業コミュニティ助成事業
　こまち湖の仮設トイレと

海洋スポーツ備品収納艇庫を整備　
　

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
公

益
的
な
施
設
の
管
理
及
び
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と
し
、
地
域
環
境
の
整

備
・
健
康
増
進
・
防
災
・
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

補
助
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、
ま
た
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験

の
場
で
あ
る「
こ
ま
ち
湖
」の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
仮
設

ト
イ
レ
３
基
と
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
備
品
を
収
納
す
る
可

動
式
艇
庫
１
棟
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
の
推
進

に
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

オ
オ
ク
チ
バ
ス
・
コ
ク
チ
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
の

 

放
流
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

こ
ま
ち
ダ
ム
で
釣
り
を
す
る
と
き
は

 

『
遊
漁
券
』が
必
要
で
す
！

犬
を
散
歩
さ
れ
る
方

は
、
フ
ン
の
持
ち
帰
り

運
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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昨年の様子

　

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納
付

す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権
を
守
る

た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後

の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持

し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
支

払
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な

年
金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間

を
経
過
す
る
と
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る「
納
付
書
」で
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
を「
一

括
し
て
前
納
」す
る
と
割
引
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
括
前
納
を

口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額
が
有

利
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
括
支
払
い
の
前
納
で

な
く
て
も
、
月
々
の
口
座
振
替
を

早
割（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引

落
し
）に
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま

す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

社
会
保
険
事
務
所
、
各
金
融
機
関

の
窓
口
ま
で
。

※
口
座
振
替
で
の
一
括
前
納
は
実

施
月
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
時
点
で
い
つ
か
ら
割

引
と
な
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

第
14
回
町
民
運
動
会
の
お
知
ら
せ

　

日　

時
：
10
月
12
日（
日
）午
前
９
時
〜

　

場　

所
：
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
（
雨
天
時　

町
民
体
育
館
）

　

10
月
12
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
４
年
に
一
度
の

町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
ご
年
配
の
方
が
気
軽
に
参
加
し
楽
し
め
る
競
技
を
中
心
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
10
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
小

野
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

幼
児
及
び
小
中
学
生
の
絵
画
・
習
字
の
作
品
展
、
菊
花
・
盆
栽
・
山
野
草
展
、

農
作
物
の
品
評
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
品
の
展
示
・
即
売
も

行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
10
月
下
旬
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
者
の

方
と
、
障
が
い
者
の
採
用
を
検
討
し

て
い
る
事
業
所
の
方
と
の
就
職
面
接

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

10
月
28
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
多
目

　

的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ

●
参
加
予
定
企
業　

約
50
社

【
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
者
の

方
が
対
象
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
は
当
日
ま
で
に
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

【
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
】

　

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
９
月

26
日
ま
で
に
参
加
申
し
込
み
と
障
が

い
者
用
求
人
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

予
定
ブ
ー
ス
の
関
係
上
、
早
め
に

受
け
付
け
を
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４―

９
４
２―

８
６
０
９

２
０
０
８
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

　

日　

時
：
10
月
25
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　

26
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

場　

所
：
小
野
運
動
公
園

障
が
い
者
の
方
を

　
　

対
象
と
し
た

 

就
職
面
接
会
を
開
催
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　TEL７２－２１２０　FAX７２－４５００

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇新着本
大人向け

書　　名 著者名 出版社
ヘヴンリー　ブルー 村山由佳 集英社
錦 宮尾登美子 中央公論新社
東京島 桐野夏生 新潮社
時が滲む朝 楊　逸 文藝春秋
早刷り岩次郎 山本一力 朝日新聞社
子どもの近見視力不良 高橋ひとみ 農山漁村文化協会
ルポ　貧困大国アメリカ 堤　未果 岩波書店
古文書はじめの一歩 油井宏子 柏書房
米粉のスイーツ のむらゆかり ブティック社
スカイ・クロラ 森　博嗣 中央公論新社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

流れ行く者 上橋菜穂子 偕成社
リトル・プリンセス ケイティ・チェイス ポプラ社
ふしぎメッセンジャーＱ
かえってくるゆうれい画 斉藤　洋 ポプラ社

いのちをはぐくむ農と食 小泉武夫 岩波書店
海賊ジョリーの冒険 カイ・マイヤー あすなろ書房
あまんきみこ童話集 あまんきみこ ポプラ社
ハリー・ポッターと死の秘宝 上・下 Ｊ・Ｋ・ローリング 静山社
ドラゴン・スレイヤー・アカデミー ケイト・マクミュラン 岩崎書店
鳥のくちばし図鑑 国松俊英 岩崎書店
児童書版 ホームレス中学生 田村　裕 ワニブックス

◇企画展

「ちいさなてのひらでも」Ⓒやなせたかし

「アンパンマンにはないしょ」Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

みんなだいすきアンパンマン！

～やなせたかしの世界展～

　国民的キャラクターの「アンパンマン」の生みの親であ
る、やなせたかし氏の作品展です。
　アンパンマンはもちろん、やなせ氏が制作した多くの
作品を展示いたします。
　作品数はおよそ90点。ご家族で楽しんでいただける作
品展です。ぜひご鑑賞ください。

会　期：９月20日（土）～10月５日（日）
　　　　午前９時～午後５時
　　　　※入館は午後４時30分まで
観覧料：大　人　　　300円
　　　　高校生以下　無料　

開 催 日：10月18日（土）午後１時30分～
費　　用：800円
定　　員：15名
申込締切：９月30日（火）

　小野町美術展（前期）の開催にあわせて、小野七宝
の会のご協力により講座を開催します。
　この機会に七宝焼きを体験してみてください。

七宝焼き講座
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ふ
る
さ
と
を
出
て
何
度
目
か

の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
振
り
返

れ
ば
、
30
数
年
勤
め
て
５
年
前

に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
仕
事

に
も
、
レ
ジ
ャ
ー
に
も
い
ろ
ん

な
事
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
今

で
も
続
け
て
い
る
の
が
剣
道
と

居
合
道
で
す
。

　

剣
道
は
、
猛
稽
古
や
試
合
か

ら
は
遠
く
な
り
、
現
在
は
、
子

供
相
手
の
稽
古
で
い
い
汗
を
か

い
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
と
の

稽
古
も
昭
和
50
年
か
ら
で
す
か

ら
大
分
長
い
期
間
に
な
り
ま
す
。

 

「
こ
の
子
に
剣
道
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。」と
わ
が
子
を
連
れ
て

く
る
か
つ
て
の
教
え
子
。
町
で

会
っ
た
教
え
子
の
父
母
に「
目

指
す
高
校
に
受
か
り
ま
し
た
。」

「
無
事
就
職
が
で
き
ま
し
た
。」

と
話
を
聞
く
た
び
に
良
か
っ
た

と
吾
が
事
の
様
に
嬉
し
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
め
ざ
す
昇
段
審
査

に
合
格
し
ま
し
た
。」と
親
子
で

報
告
に
来
る
子
ど
も
。
そ
ん
な

時
足
の
痛
み
が
ひ
ど
く
歩
行
困

難
な
時
も
、
忙
し
い
時
も
剣
道

を
続
け
て
善
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

青
梅
市
の
お
う
め
市
環
境
市

民
会
議
の
会
員
に
な
っ
て
早
６

年
に
な
り
ま
す
。
私
の
所
属
は
、

農
林
チ
ー
ム
で
す
。
青
梅
市
の

農
業
就
業
者
も
高
齢
化
が
進
み
、

又
農
地
の
減
少
が
み
ら
れ
、
農

家
数
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
チ
ー
ム
は
、
草
刈
や
、

ナ
ス
の
手
を
架
け
た
り
、
取
り

壊
し
等
会
員
で
出
来
る
所
で
農

家
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
剣
道
や
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

幾　

歳

大
楽　

幸
一

 

（
大
八
出
身
・
東
京
支
部
）

結
核
の
な
い
世
界
へ

９
／
24（
水
）〜
９
／
30（
火
）

〜
結
核
予
防
週
間
〜

　

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

福
島
県
内
で
は
、
年
間
約
２
５
０

名
の
方
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
６
割
が
60

歳
以
上
の
方
で
す
。

　

結
核
は
人
か
ら
人
に
う
つ
る
感
染

症
で
す
。
自
分
が
結
核
だ
と
気
づ
か

ず
に
周
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

結
核
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？

　

結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主

に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

　

結
核
を
発
病
し
重
症
化
し
て
い
る

人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ
き
に
は

結
核
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

し
ぶ
き
の
水
分
が
蒸
発
し
て
、
結
核

菌
だ
け
が
空
気
中
に
た
だ
よ
っ
て
飛

び
、
そ
れ
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。

　
「
結
核
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

空
気
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
せ
き

が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
病
院
へ
！

●
長
引
く
咳（
２
週
間
以
上
）

●
タ
ン
が
出
る　

●
長
引
く（
体
の
）だ
る
さ

●
長
引
く
微
熱

●
胸
の
痛
み

●
体
重
減
少

発
見
さ
れ
に
く
い
高
齢
者
の
結
核

　　

咳
・
タ
ン
な
ど
目
立
っ
た
症
状
が

あ
ら
わ
れ
に
く
い
の
が
、
高
齢
者
の

結
核
の
特
徴
で
す
。
食
欲
が
な
い
、

元
気
が
な
い
、
体
重
減
少
、
微
熱
な

ど
の
症
状
し
か
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
状
態
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

生
後
６
か
月
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
結
核
に
対
す
る
免
疫

を
つ
け
て
、
乳
児
の
重
症
化
を
防
ぐ

予
防
接
種
で
す
。
生
後
６
か
月
ま
で

に
、
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４

　

県
中
保
健
所　

　

医
療
薬
事
課
感
染
症
予
防
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８―

７
５―

７
８
１
８

振
り
込
め
詐
欺
に

 

ご
注
意
を
！

　

最
近
、「
還
付
金
等
詐
欺
」な
ど
の

振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
全
国

で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
や
税
務
署
な
ど

を
か
た
り「
年
金
の
払
い
戻
し
が
あ

る
。」と
い
う
口
実
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

公
的
機
関
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
携
帯
電
話
を
使

用
し
て
の
振
り
込
み
は
危
険
で
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
野
警
察
署　

刑
事
生
活
安
全
課

　

☎
７
２―

２
１
２
１

広　

告　

欄
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大塚政男さん　（塩庭）

移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

「農作業の後の一杯は格別です。自分で作ったものでつまみが作れた
ら最高ですね」と大塚さん。ハウスのトマトは収穫間近でした。

◆いつ小野町へ移住しましたか？

　昨年の５月に東京から移住しました。

◆なぜ移住しようと思いましたか？

　サラリーマンとして東京で働いていましたが、定
年後の暮らしをどうするかを考えたことがきっかけ
でした。
　毎日ぶらぶらと過ごすのは避けたかったし、東京
で再就職できる仕事は限られていると感じました。
田舎で何かをやろうと決めて、様々な土地を見てま
わりました。

◆なぜ小野町に住むことを決めましたか？

　小野町の土地を紹介してもらったときに、小野町には都会から移住した方がたくさんいると聞き、閉鎖
的な町ではないのだろうと感じました。
　また、東京からの距離も遠すぎず、日帰りもできること、地震に強い地盤であることも魅力でした。

◆町の印象はいかがですか？

　東京では、保護者や職場のつながりなどはありま
したが、地域のつながりはあまりありませんでした。
　小野町は地域のつながりを大切にしていると感じ
ています。
　なるべく地域行事には参加するよう心がけていま
す。

◆移住後の暮らしはいかがですか？

　移住後の生活のイメージを固めていたわけではあり
ませんが、地元の方に教えていただきながら、畑をやっ
ています。今は失敗の連続ですが、いずれは農家らし
くなりたいと思っています。
　小野町は農業の町だと思います。農業で町おこし
ができればいいなと感じています。

お忙しい中、インタビューにご協力いただき、　ありがとうございました。

　これまでご紹介してきたように、小野町には10年ほど前から、田舎暮らしに憧れて、都会から多くの方
が移住してきています。
　現在も、役場に田舎暮らしを希望する方からの問合せが頻繁にあり、関心の高さがうかがえます。
　今回は、昨年移住したばかりの方をご紹介します。
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休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号
９月14日(日) 秋 元 医 院 田村市（船引町） ８２̶１５１４
　　15日(祝) 板 橋 医 院 小 野 町 ７２̶２６６１
　　21日(日) 町 立 三 春 病 院 三 春 町 ６２̶３１３１
　　23日(祝) 大 方 病 院 田村市（船引町） ８２̶１１１７
　　28日(日) 南東北病院附属大越診療所 田村市（大越町） ７９̶２１２１
10月５日(日) 矢 吹 医 院 三 春 町 ６２̶３０１５
　　12日(日) 大 久 保 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２̶２５５５
　　13日(祝) 公立小野町地方綜合病院 小 野 町 ７２̶３１８１

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

上水道水の水質検査結果
　７月に実施した上水道水の水質検査結果
は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 7.4 mg/l

ジェオスミン 0.00001 mg/l以下 <0.000001 mg/l

２メチルイソボルネオール 0.00001 mg/l以下 <0.000001 mg/l

有機物（TOC） 5mg/l以下 0.9 mg/l

ｐＨ値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 ５度以下 <１度

濁度 ２度以下 <0.1 度

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２ー６９３６

　

石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
中
皮
腫
や
肺
が

ん
な
ど
の
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
い
込
ん
で
か
ら
発
症
す
る
ま
で

に
長
い
期
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
に
よ
り
石
綿
を
吸
い

込
み
病
気
に
な
っ
て
も
、
原
因
が
仕
事
に
あ
っ
た
こ
と
を
医
師

も
本
人
も
気
づ
き
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
労
働
者
の
遺
族
の
中
に
は
、
労
災
保
険
給
付
を

請
求
す
る
権
利
を
時
効
に
よ
り
失
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
石
綿
に

よ
る
疾
病
を
発
症
し
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
で
、
労
災
保
険

法
の
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た

方
に
対
し
て
は
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
法
施
行
後
３
年
以
内
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

平
成
21
年
３
月
27
日
が
請
求
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早
急
に
お
近
く
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
福
島
労
働
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
労
働
基
準
監
督
署　

☎
０
２
４
ー
９
２
２
ー
１
３
７
０

　

福
島
労
働
局
労
災
補
償
課　

☎
０
２
４
ー
５
３
６
ー
４
６
０
５

石綿による疾病の補償・救済について
特別遺族給付金の請求期限は平成21年３月27日までです

国土交通省東北運輸局福島運輸支局
　　　　☎０２４－５４６－０３４２
福島県自動車点検整備推進協議会
　　　　☎０２４－５４６̶３４５１

日常点検はじめませんか？

自動車点検整備推進運動
強化月間平成20年9月～10月

日常の点検や定期点検をきちんと行っています
か？点検をする人は、車好きというよりも、家
族好きなんだと思います。車は家族の一員です。

子
育
て
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成

 

公
開
講
座
参
加
者
募
集  

 

（
福
島
県
主
催
）

　

県
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

県
内
外
の
先
進
団
体
を
招
き
、
子
育

て
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
や
、

親
子
の
居
場
所
づ
く
り（
つ
ど
い
の

広
場
）に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
対　
　

象

　

子
育
て
支
援
や
町
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。（
託
児
所
あ
り
）

●
開
催
場
所

　

い
わ
き
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

●
定　
　

員　

１
０
０
名(

先
着
順)

●
募
集
締
切　

９
月
22
日（
月
）

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
子
育
て
支
援
課　

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

７
１
９
８
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サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（９月16日～10月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

９
月

16日（火）

17日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立
小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

18日（木）
町内小学校陸上記録会
ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館
こころの相談室（13：00～15：00）母子健康センター

19日（金）
20日（土）やなせたかしの世界展（～10月５日）

21日（日）
●秋の全国交通安全運動（～30日）
休日窓口業務実施日（8：30～17：00）
９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック

22日（月）
23日（火）●秋分の日

24日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）
25日（木）
26日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
27日（土）
28日（日）
29日（月）

30日（火）海洋センタープール　クローズ栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

10
月

１日（水）

●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●赤い羽根共同募金運動（～11月30日）
●食生活改善普及月間（～30日）
●健康強調月間（～30日）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３歳児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

２日（木）
３日（金）
４日（土）
５日（日）
６日（月）
７日（火）離乳食教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

８日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）
９日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター

10日（金）●目の愛護デー　●県民健康の日ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
11日（土）
12日（日）町民運動会（雨天時：町民体育館）
13日（月）●体育の日

14日（火）●鉄道の日献血（受付10：00～16：45）町内巡回

15日（水）

●シルバー交通安全の日
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立
小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方については、
次のとおりです。

八木 洋子 さん
（東京都葛飾区・次世代育成支援のため）

根本 弘一 さん
（東京都府中市・まちづくり支援のため）

大和田 ソノ子 さん
（神奈川県横浜市・次世代育成支援のため）

佐藤 武臣 さん
（神奈川県相模原市・文化体育支援のため）

　なお、寄附の申し込みがあった方
は、８月31日現在13名 で、合計
232,000円です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせをいたします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

☆お買い求めはお早めに☆

オータムジャンボ
１等前後賞合わせて２億円 !!
発売期間９月29日～10月17日

この宝くじの収益金は、小野町のコミュ
ニティ助成事業に使われます



小野町ライオンズクラブから助成金が贈られました

心を込めて除草作業をする皆さん

町の玄関口「小野IC」をきれいに！

※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

町の玄関口をきれいに！町の玄関口をきれいに！
～こまちみどり愛護会が小野IC周辺を整備～～こまちみどり愛護会が小野IC周辺を整備～

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

新　妻　ハツイ 88 本　町

志　賀　春　夫 75 反　町

根　本　キヨノ 96 菖蒲谷

𠮷　田　信　雄 83 皮籠石

新　田　　　智 81 浮　金

（７月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。
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皆
さ
ん
は
９
月
と
い
う
と
ど
の
よ

う
な
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

敬
老
の
日
や
お
月
見
、
秋
分
の
日

な
ど
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
七
草
も
そ
の
中
の
一
つ
。

　

そ
の
昔
、
山
上
憶
良（
や
ま
の
う

え
の
お
く
ら
）が「
萩
の
花
尾
花
葛
花

な
で
し
こ
の
花
を
み
な
へ
し
ま
た
藤

袴
朝
顔
の
花
」と
詠
ん
だ
こ
と
か
ら

「
ハ
ギ
・
キ
キ
ョ
ウ
・
ク
ズ
・
ナ
デ

シ
コ
・
オ
バ
ナ（
ス
ス
キ
）・
オ
ミ
ナ

エ
シ
・
フ
ジ
バ
カ
マ
」が
秋
の
七
草

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

休
日
に
、
秋
の
七
草
を
探
し
な
が

ら
、
の
ん
び
り
近
所
を
散
策
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
（
美
）

あ　

と　

が　

き

平成20年８月１日現在
　人　口 11,696人（18）　
　　男 5,616人（２）　
　　女 6,080人（16）　
　世帯数  3,836世帯（20）　
　 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

国民健康保険税 ３期

９月30日（火）介 護 保 険 料 ３期

後期高齢保険料 ２期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

氏　　名 父・母 行政区

末永　寛翔（ひろと） 誠　・朋美 平　館

宗像　愛海（まりん） 広晃・　綾 皮籠石

乾　　勝彦（まさひこ） 俊彦・庸子 吉野辺

大和田夏菜（かな） 忍　・桂子 浮　金

根本　　燦（さん） 剛・恵美子 塩庭一区

（７月届出分）

大竹　瑞樹（みずき） 裕希・奈緒 上羽出庭

（６月届出分）

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

　

８
月
３
日
、
午
前
６
時
か
ら
あ
ぶ
く
ま
高
原

自
動
車
道
路
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

環
境
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護
会（
阿
部
君

江
会
長
）の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
、
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
地
域
全
体
の
玄
関
口
と
し
て
維
持
管
理

を
行
い
、
笑
顔
に
な
れ
る
景
観
づ
く
り
及
び
が

ん
ば
り
が
生
き
る
景
観
づ
く
り
を
次
世
代
ま
で

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
年
５
回
程
度
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
３
回
目
の
活
動
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
除
草
作
業
と
花
壇

に
植
え
ら
れ
て
い
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
へ

追
肥
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
に
先
立
ち
、
小
野
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ（
太
田
貴
治
会
長
）か
ら
、
こ
ま
ち
み

ど
り
愛
護
会
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
助

成
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


